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令和４年３月議会　予算総括質疑
　　　　　　　　　農水経済委員会
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　令和４年度が始まりました。今年は県議会議員１期目の最終年となります。
１期目の集大成にすべく取り組んでまいります。２月には長崎県知事選挙が
執り行われ、３月１日をもって、中村法道前長崎県知事が退任されました。
中村知事の議場での退任挨拶では、本県の最大の課題である人口減少問題の
原因として、真っ先に造船・エネルギー関連産業の低迷を挙げられました。
これまでの産業を守る姿勢を維持しながらも、製造業を中心に他県が羨むよ
うな支援策を打ち出し、半導体関連産業や航空機関連産業など、新たな産業
分野を生み出してきました。引き続き、大石新知事の長崎県政において、長
崎県のためにしっかりと仕事をしてまいります。

▲３月議会予算総括質疑での登壇の様子



大石新知事の子育てマニフェストを問う！

今後の洋上風力発電事業に向けて

　今議会は新知事の初の議会でしたが、選挙戦で県民の皆さんに訴えら
れた公約の中でも、特に子育て支援政策について、確認させていただき
ました。選挙戦での新知事への投票理由に関する長崎新聞の記事では、

「公約・政策」に共感した割合が約３６%で１番高く、更に３０・４０
代から大きな支持を得て当選された大石新知事。つまり、子育て世代で
ある３０・４０代が新知事の「子育て政策」に共感したことは言うまで
もありません。
　私が試算すると、右記の子育て支援には約４０億円を要することが判
明しました。また、長崎県の硬直化した財政においては、自由度のある
予算は１０億円程度しかないことも判明しました。新知事は知事就任前、
子育て支援策の公約が幾らかかるのか、試算をされずに選挙戦を戦った
と議会で認められていました。しかし、できないことを推し進めること
はできません。私も子どもを育てる親として、また地域では PTA 会長や
連合会長を経験し、子どもを身近に感じる場所にいます。だからこそ、
実際にできるレベルがどの程度なのか、それを早く見極めて県民に伝
えるべきだと議会で訴えました。
　６月議会で子育て政策の一部の予算案が提出される見込みですが、議
会一般質問で再び登壇する予定ですので、大石知事のマニフェストについ
て確認していきます。

　昨年末に三菱商事とGE（ジェネラルエレクトリック）のグルー
プが秋田沖・秋田由利本荘沖・千葉銚子沖の３区域の事業者として
認定され、世間では『総取り』と言われるように、GE 製の ��� 台
の洋上風車が建設されることとなります。有力と言われていた長崎
県の関連する某欧州メーカーが結果的に受注できなかったこと、ま
た売電価格が想定以上に安価であったことなどから、県内の関連す
る多くの事業者において、本県での洋上風力発電事業の推進を懸念
する声が広がっており、本議会で県と対応を協議しました。

大石知事：子育て支援政策

・出産にかかる費用
・オムツなど育児に必要
　な物資
・子どもの医療費助成制度
　を１８歳まで拡大
・多子世帯支援

長崎県
政策的経費に
充当できる額

【約１０億円】
【約４０億円】

これから
どのように
実現していくか
が課題。

航空機関連産業の振興
　先日、三菱重工航空エンジン株式会社が長崎工場を拡張し２
期棟を建設することが明らかになりました。本県での航空機関
連産業の取り組みは表紙でも触れていますが、県のネクストス
テージ投資促進補助金等も活用されています。以下、今回の議
会で協議したことを示します。

・コロナ禍の中で航空機需要が大きく縮小したが、中小型機は
　既に国内線を中心に、コロナ禍前の状況に戻っている。国際
　線を飛ぶ大型機を含めた市場全体についても、���� 年頃には、
　もとの成長曲線に戻るとの予想。その後は年率 �.�％で成長を
　続けていくとの市場予測。

・参入には認証の取得が必要で、県としても認証取得を支援して
　いるが、現在県内には取得企業が � 社おり九州ではトップ。
　今後は西日本でも有数の航空機クラスターが形成されていく
　と考えており、国でも九州で航空機と言えば長崎県という認
　識となってきている。

・三菱重工航空エンジンから治具の発注が増加している。現在　
　県内企業 �社程度が受注しており、更に県内企業へ二次発注
　されている。今後 � 年程度で、トータルで �� 億円程度の取引
　にまで発展する可能性がある ( 県予測値 )。

　コロナ禍で冷え込んだ県経済活性化のため、コロナ初期の令
和２年６月議会で製造業を中心にした支援策を県に申し入れま
した。その結果、令和 �・３年度の計 � 回、総額で �� 億 �,���
万円の予算で ��� 件の事業が採択されました。今議会では、そ
の取り組みの成果について議論し、更なる支援を求めました。

・採択のされた � 割は、主に県内でサプライチェーンを構成す
   る造船関連企業が活用している。中堅中小の造船業で海外発
   注を取りやめて国内での自社生産へ回帰する計画、設備投資
   を増強した新たな大型の船舶等の需要を取り込む計画などが
   見られ、県内の発注拡大が期待できる事業が多く出てきている。

・補助金は２つの要件が必須
     ➀コロナ禍で雇用を減らさないこと 
     ➁県内に仕事を出すこと

・具体的な成果
　➀雇用の維持に加えて ��� 人余りの新規雇用創出
　➁今後 �� 年程度の試算では約 ��� 億円の発注増が見込まれ
　　ており、予算規模に対し非常に大きな経済波及効果が既に
　　見られている。

▲応募締め切りとなった
　第５回募集チラシ

県内製造業支援の成果

令和４年３月議会

　GE や発電事業者と県内事業者との具体的なマッチングや、県内の共同自主体制の構築など、受注獲得に向
けて、支援強化を求めました。県の産業振興プラン ���� において、今後の有望産業に関する県民アンケート
を行ったところ、第１位が再生可能エネルギー関連（海洋）で、海洋県としての期待が寄せられています。今
回は第１ラウンドと呼ばれ、次は第２、第３が控えています。国は将来目標値を４５G W とし、依然有望産業
であります。浮体式洋上風力関連産業など、本県の強みを生かした産業形成を目指してまいります。

新知事としての政策的な特色のある予算が上程されるのは６月議会となります。次号にて令和４年度予算の詳
細について報告予定です。

▲三菱重工航空エンジン長崎工場

【ネクストステージ投資促進補助金】



　諫早市多良見町の「千々石ミゲル墓所調査プロジェクト」。第４回目の今
回の発掘調査で出土した人骨が男性のものと断定され、さまざまな調査の
結果、こちらの墓所が正式に「千々石ミゲル夫妻の墓」であると確定され
ました。長年墓所調査に携わられた関係者の皆さまにとっては待望と念願
の結果となったことを私も感激と共に受け止めました。今回は微力ながら
携わらせていただき、現地に立っている看板の支援者一覧に私の名前も載
せていただきました。
　これまで私費で、民間で行われてきたこちらのプロジェクトですが、こ
のような歴史的な価値の大きな遺跡となり、自治体としても守っていかな
ければなりません。県と市が一体となって、長崎県のキリシタン文化の重
要な遺跡として地元で受け継がれていくように、県の立場から私も引き続
き協力をさせていただくつもりです。

議員インターンシップ
中村たいすけ事務所第４期生

　年に２回、全国の学生が政策を競い合う議員インターンシップ「ドット
ジェイピー」の学生を受け入れています。今回で４期生となる長崎大学の
学生たちでした。教育学部の菅田くんと工学部でプログラミングに熱心な
大塚くんとのタッグでした。政策テーマは私も実際に取り組んでおります
「無料学習支援・子どもたちの居場所」について取り上げました。日曜

日の学習支援の現場に実際に手伝いに来てくれるなどして、現場の課題に
も触れ、コンテストでは全国８５０チームの中でベスト８に進出すること
ができました。準優勝することになる北海道代表に敗れましたが、長崎代
表として政策でしっかりと勝負をすることができました。
　次回も、学生たちと一緒に「３０年後の日本を考える」ドットジェイピー
の議員インターンシップに取り組んでいきたいと思います。

千々石ミゲル墓所プロジェクト

中村事務所から３度目の長崎県
代表に選ばれました

大学生議員インターンシップ　全国ベスト８進出

スマイルホームカンパニー
岩さんの挑戦

支援者一覧に名前を載せて
いただきました

千々石ミゲル夫妻の墓所と確定

出島の地からの挑戦

　応援している『岩 素子さん』が出島の地で、来月から『スマイルホー
ムカンパニー』という事業を立ち上げることとなり、見学に行きました。
８階のビルからは出島、稲佐山、そして県庁跡地を見ることができます。
　県庁跡地には今後、産学官の連携等、産業への貢献が期待されています。
私はコロナ禍で存在感を発揮した長崎大学の感染症研究を産業化すべき
と、過去２回の議会登壇で訴えてきましたが、長崎大学も先日、『感染症
研究出島特区』という組織を設置して、ワクチン・医薬品開発を進めると
表明しました。医療専門家である大石新知事とも連携して取り組んでいき
たいとの思いです。
　岩さんも長崎の中小企業経営者の願いを叶えたいという思いで挑戦しま
す。年齢を問わず、挑戦できる長崎、そして出島の地となるよう私も取り
組んでまいります。

出島や稲佐山を一望できる
ロケーション

中村たいすけ　活動報告

※

※千々石ミゲル：天正遣欧使節に派遣された４人の少年使節の �人。４人の中では唯一棄教したと言われている。


